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衆
議
院
議
員
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口
一
博
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出
イ
ス
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エ
ル
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び
ガ
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勢
に
対
す
る
我
が
国
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
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付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
イ
ス
ラ
エ
ル
及
び
ガ
ザ
情
勢
に
対
す
る
我
が
国
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
の
１
、
２
及
び
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
際
法
上
の
「
自
衛
権
」
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
「
同
義
で
あ
る
か
」

と
の
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
際
連
合
憲
章
（
昭
和
三
十
一
年
条
約
第
二
十
六
号
）
第
五
十
一
条

は
、
「
こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
安
全
保
障
理
事

会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
、
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
を
害
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
一
般
国
際
法
上
、
国
家
は
、
自
国
又
は
自
国
民
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
至
ら

な
い
侵
害
に
対
し
、
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
及
び
国
際
司
法
裁

判
所
（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
」
と
い
う
。
）
が
二
千
四
年
七
月
九
日
に
発
表
し
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
地
に
お
け
る
壁
建
設
の
法

的
帰
結
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
」
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
住
民
に
対
し
て
多
数
の
暴
力
行
為
が
生
じ
て
い
る
中
で
、
同

国
に
は
自
国
の
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
対
処
す
る
権
利
が
あ
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
我
が
国
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
を
有
す
る
と
認
識
し
て
い



 

２ 

 

る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
今
般
の
同
国
に
よ
る
行
動
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
の
十
分
な
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
我
が
国
と
し
て
、
お

尋
ね
に
つ
い
て
、
確
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
事
者
に
よ
る
全
て
の
行
動
は
、
い
か

な
る
場
合
で
も
、
国
際
人
道
法
を
含
む
国
際
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
今
般
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
行
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
九
日
に
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
が
、
ガ

ザ
地
区
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
関
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
行
動
が
集
団
殺
害
犯
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
（
以
下

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
」
と
い
う
。
）
に
違
反
す
る
と
し
て
、
同
国
を
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
提
訴
し
て
お
り
、
今
般
の
同
国
に
よ
る
行

動
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
上
の
集
団
殺
害
犯
罪
に
当
た
る
か
否
か
が
、
今
後
、
当
該
提
訴
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｊ
に
お
い
て
審
理
さ

れ
る
と
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
引
き
続
き
、
我
が
国
と
し
て
こ
う
し
た
動
向
を
注
視
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
及
び
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
（
平
成
十
九
年
条
約
第
六
号
）
に
お
い
て
、｢

集
団
殺

害
犯
罪｣

と
は
、
「
国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
な
集
団
の
全
部
又
は
一
部
に
対
し
、
そ
の
集
団
自
体
を
破
壊
す

る
意
図
を
も
っ
て
行
う
」
殺
害
等
の
行
為
と
定
義
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 



 

３ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

現
時
点
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
中
東
諸
国
」
が
我
が
国
に
対
し
て｢

原
油
の
禁
輸
措
置
を
取
る｣

こ
と
を
検
討

し
て
い
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
国
際
情
勢
の
下
に

お
い
て
も
、
我
が
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
例
え
ば
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
等
の
中
東
の
産
油
国
と
の
関
係
を
強
化
し
、
我
が
国
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
確
認
し
て
き
て
い
る
ほ
か
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
等
の
供
給
源
の
多
角
化
に
向
け
て
、
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
に
よ
る
我
が
国
企
業
に
対
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
を
通
じ
た
支
援
等
を
行
い
、
当
該
支
援
等
を
受

け
た
当
該
我
が
国
企
業
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
等
に
お
い
て
石

油
又
は
天
然
ガ
ス
の
権
益
を
獲
得
す
る
等
の
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
。 


